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財政援助団体監査の結果について（報告） 

 

 

 

地方自治法第 199 条第 7 項の規定に基づき令和 7 年度の財政援助団体監

査を実施したので、同条第 9 項の規定によりその結果を次のとおり報告す

る。 
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１

大館市監査基準

２

財政援助団体等に対する監査（地方自治法第199条第7項）

３

４

（１）

（２）

（３）

学校教育課

田代総合支所

　対象団体及び所管課の補助金等の交付手続や実績報告等が、条例、規則、要綱等に基づき

適正・公正に行われているか。

　補助金等は、交付目的に従い適正に執行され、補助対象事業以外に流用されていないか。

　補助金等の額の算定、交付方法、時期は適正か。

 五色湖まつり運営費補助金

各 500,000円　

 田代名産たけのこ祭り実行委員会  たけのこ祭り運営費補助金

 大館市立小学校創立１５０周年
 記念事業補助金

1,000,000円　

 大館市立城南小学校

 大館市立矢立小学校

 大館市立花岡小学校

令 和 ７ 年 度 財 政 援 助 団 体 監 査 報 告

監査の対象団体

監査の着眼点

令和6年度における財政援助団体（市が補助金等の財政的援助を与えたもの）のうち、交付額が

50万円以上の中から次のとおり抽出し、監査を実施した。

財政援助団体名 所管課名

準拠基準

監査の種類

 大館市立東館小学校

 五色湖まつり実行委員会

対象団体の当該財政的援助等に係る出納その他の事務の執行が、目的に沿って適正かつ効果

的に行われているかに主眼を置き、全国都市監査委員会策定の「実務ガイドライン 第3編監査等の

手続 第3章監査等の着眼点 第5節財政援助団体等監査の着眼点」に着目して実施した。

補助金等の名称 交付額

800,000円　

 桂城小学校PTA教育後援会
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（４）

（５）

５

６

　監査委員室　　

　田代総合支所

桂城小学校PTA教育後援会 令和7年10月 8日

大館市立城南小学校 令和7年10月 8日

大館市立花岡小学校 令和7年10月 8日

大館市立矢立小学校 令和7年10月 8日

大館市立東館小学校 令和7年10月 8日

五色湖まつり実行委員会 令和7年10月10日

田代名産たけのこ祭り実行委員会 令和7年10月10日

７

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

   予備監査

   実地監査

監査の結果

　所管課では対象団体への指導監督を適切に行っているか。対象団体では、補助金等にかか

る収支の会計経理は適正か、また、出納関係帳票の整備や記帳、領収書等の証拠書類の整備

や保存は適切か。

監査の実施場所及び日程

　補助金等の効果は上がっているか。また、その検証は十分か。

　補助金等の額の算定、交付方法、時期は適正に行われていた。

　補助事業等はおおむね適正に執行され、補助金等は交付目的に従い適正に使われていた。

　 本年度の財政援助団体監査結果の概要は、次のとおりである。

　補助金等の交付手続は、条例、規則、要綱等に基づき、おおむね適正に行われていた。

所管課に対し事前に提出を求めた監査資料及び補助金交付等の資料に基づいて書類審査を行

い、必要に応じて関係職員から説明を聴取して監査を実施した。

また、対象団体についても、提出を求めた監査資料等を審査するとともに、補助対象事業の執行

及び会計処理の状況について、会計諸帳簿等の照合、関係者からの説明の聴取により監査を実施

した。

令和7年10月6日～10月14日 （実質6日間）

監査の主な実施手続

補助金等の効果は、事業内容を一部変更する事業もあったが大きな影響はなく、事業全体で

は一定の効果が得られているものと認められた。

対象団体の会計経理はおおむね適正に行われていたが、一部の団体で会計処理上の責任

体制が確立されていなかった。

なお、監査の過程で確認された軽微な不備事項等は、所管課及び対象団体に対し改善、検討を

要望した。
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　 以上が本年度の財政援助団体監査の結果である。

補助金等を担当する所管課においては、「大館市補助金適正化ガイドライン」に照らし、補助対象

事業の公益性や必要性、補助対象経費や交付額の算定基準の明確化、補助効果等についての検

討を十分に行ったうえで交付決定するとともに、事業終了後は事業実績の評価及び分析を行い、補

助金等が最も有用に活用され補助効果が上がっているか検証を行われたい。

また、今回対象の7団体を含む全ての財政援助団体においては、補助金は市民のための公金が

支出されていることを念頭に、効率的かつ効果的に事業を実施し、事業目的の達成により市民生活

の向上に寄与するものとなるよう望むものである。

　 以下、対象団体ごとの概要は、後述のとおりである。
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１

２

500,000円　（一般財源　500,000円）

３

４

５

６

７

（収入） （支出）

委 託 料 360,800

支 出 計 936,425

使 用 料 及 び 賃 借 料 9,570

収 入 計 936,425 手 数 料 7,000

市 補 助 金 500,000 印 刷 製 本 費 406,450

協 賛 金 10,000 消 耗 品 費 102,605

科 目 決算額（円） 科 目 決算額（円）

自 己 負 担 金 426,425 報 償 費 50,000

○　創立１５０周年記念品贈呈（クリアファイル、桂城城下町かるた）

○　創立１５０周年記念鶏めし弁当販売　親子鶏めし昼食会

○　創立１５０周年記念式典及び記念講演

○　創立１５０周年記念桂城シャイニング

○　創立１５０周年開校記念日　新聞掲載

○　創立１５０周年記念ドローン空撮

○　創立１５０周年記念郷土資料室リニューアル一般公開

○　創立１５０周年記念学習発表会

○　創立１５０周年記念誌発行

○　創立１５０周年記念卒業式

事業収支の状況 

事業の概要及び実績

桂城小学校PTA教育後援会

補助金等の名称

大館市立小学校創立１５０周年記念事業補助金

補助金等の交付額及び財源

実地監査日

令和7年10月8日

補助金等交付根拠法令等

　 大館市補助金等の適正に関する規則

   大館市立小学校創立１５０周年記念事業補助金交付要綱

補助等の目的

   大館市立小学校の創立１５０周年記念事業の円滑な実施を支援する。
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８

９

   特に指摘を要する事項はない。

（2） 桂城小学校PTA教育後援会

   特に指摘を要する事項はない。

監査の結果

監査した結果、補助金交付に係る事務処理はおおむね適正に執行されており、桂城小学校PTA

教育後援会における会計事務についても、適正に行われていると認められた。

事業は補助目的のとおり円滑に実施され、学校や地域の特色を生かした記念行事を行うことで長

い歴史と伝統を実感し、子どもたちだけではなく保護者や教職者にとっても学校愛が高まる思い出

に残るものとなり、地域住民とのつながりも深まるなど、一定の効果が得られたものと認められた。

改善・検討を要する事項

（1） 学校教育課
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１

２

500,000円　（一般財源　500,000円）

３

４

５

６

７

（収入） （支出）

支 出 計 736,978

委 託 料 110,000

収 入 計 736,978 印 刷 製 本 費 467,775

○　１５０周年記念城南オリンピック

500,000 消 耗 品 費 32,203

助 成 金 等 236,978 報 償 費 127,000

市 補 助 金

事業収支の状況 

科 目 決算額（円） 科 目 決算額（円）

○　１５０周年記念城南文集デラックス版

○　ＰＴＡ会報増刊号

○　１５０周年記念学習発表会

○　城南冬まつり～ミニかまくらとキャンドルの集い

○　記念航空写真

○　記念クリアファイル作成

○　１５０周年記念大運動会

○　ようこそ先輩記念講話～本校卒業生による講話

○　開校記念集会～校長講話　本校卒業生によるビデオレター

大館市立城南小学校

補助金等の名称

大館市立小学校創立１５０周年記念事業補助金

補助金等の交付額及び財源

実地監査日

○　１５０周年紹介の地元紙新聞広告

事業の概要及び実績

令和7年10月8日

補助金等交付根拠法令等

　 大館市補助金等の適正に関する規則

   大館市立小学校創立１５０周年記念事業補助金交付要綱

補助等の目的

  　大館市立小学校の創立１５０周年記念事業の円滑な実施を支援する。
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８

９

   特に指摘を要する事項はない。

（1） 学校教育課

   特に指摘を要する事項はないが、補助金概算交付申請書に添付する収支予算書について、提

出後に訂正等があった場合は、訂正後の内容を添付されたい。

（2） 大館市立城南小学校

改善・検討を要する事項

監査の結果

監査した結果、事業は補助目的に沿って行われており、また、出納その他の事務についてはおお

むね適正に執行されていると認められた。城南小学校における会計事務についてもおおむね適正

に行われているものと認められた。また、特色を生かした記念事業を通し、子どもたちの思い出と成

長を育み、地域の方々とのつながりを深められるなど、一定の効果が認められた。
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１

２

500,000円　（一般財源　500,000円）

３

４

５

６

７

（収入） （支出）

寄 附 金 768,250 報 償 費 104,760

市 補 助 金 500,000 消 耗 品 費 131,239

事業収支の状況 

大館市立花岡小学校

補助金等の名称

大館市立小学校創立１５０周年記念事業補助金

補助金等の交付額及び財源

実地監査日

令和7年10月8日

補助金等交付根拠法令等

　 大館市補助金等の適正に関する規則

   大館市立小学校創立１５０周年記念事業補助金交付要綱

補助等の目的

〇　１５０周年記念花火

科 目 決算額（円）

事業の概要及び実績

〇　ＰＴＡ会報「かたらい」１５０周年記念誌の発行

〇　１５０周年記念クリアファイルの作成・配布（ドローン撮影・全校児童と職員）

〇　１５０周年記念運動会

〇　１５０周年記念学習発表会（兼）記念式典

〇　花岡チャレンジ活動～花岡ＰＲ大作戦～

〇　１５０周年記念講演（庄司保雄氏、橋本祥路氏、伊勢善和氏）

〇　花岡クリーンアップ活動＜大谷になろう＞ハッピーアップ大作戦

〇　花岡小１５０周年記念メモリアルプレート（体育館壁面）

通 信 運 搬 費 19,106

収 入 計 1,268,250 印 刷 製 本 費 222,145

委 託 料 791,000

   大館市立小学校の創立１５０周年記念事業の円滑な実施を支援する。

支 出 計 1,268,250

科 目 決算額（円）
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８

９

特に指摘を要する事項はないが、補助金の交付に当たっては、規則、要綱及びガイドラインに

基づいた事務手続を行うよう努められたい。

   特に指摘を要する事項はない。

（2） 大館市立花岡小学校

監査の結果

監査した結果、補助金の交付申請手続から交付決定、支出までの一連の事務については、おお

むね適正に執行されているものと認められた。花岡小学校における会計事務についてもおおむね

適正に行われているものと認められた。

また、補助対象事業については、計画していた事業内容の一部変更もあったが、一定の効果が

あったものと認められた。

改善・検討を要する事項

（1） 学校教育課
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１

２

500,000円　（一般財源　500,000円）

３

４

５

６

７

（収入） （支出）

令和7年10月8日

補助金等交付根拠法令等

　 大館市補助金等の適正に関する規則

   大館市立小学校創立１５０周年記念事業補助金交付要綱

補助等の目的

　　大館市立小学校の創立１５０周年記念事業の円滑な実施を支援する。

大館市立矢立小学校

補助金等の名称

大館市立小学校創立１５０周年記念事業補助金

補助金等の交付額及び財源

実地監査日

　  〇　校歌ダンス制作

　  〇　ドローン空撮

　  〇　碇ヶ関小学校との交流会スペシャルバージョン

　  〇　創立１５０周年記念集会

　  〇　記念クリアファイル制作

　  〇　記念誌発行

事業収支の状況 

科 目 決算額（円） 科 目 決算額（円）

事業の概要及び実績

助 成 金 等 470 報 償 費 96,800

市 補 助 金 500,000 印 刷 製 本 費 163,900

委 託 料 228,000

収 入 計 500,470 通 信 運 搬 費 6,930

支 出 計 500,470

使 用 料 及 び 賃 借 料 4,840
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８

９

監査の結果

監査した結果、補助金交付に係る一連の事務については、おおむね適正に執行されているものと

認められた。矢立小学校における会計事務についても、おおむね適正に行われているものと認めら

れた。また、補助対象事業については、当初計画時より収入が減少し、事業内容を縮小することも

あったが、事業全体に大きな影響はなく、児童の愛校心を高め地域への感謝の気持ちを育むことに

一定の効果があったものと認められた。

改善・検討を要する事項

特に指摘を要する事項はないが、補助金の交付に当たっては、規則、要綱及びガイドラインに

基づいた事務手続を行うよう努められたい。

（2） 大館市立矢立小学校

   特に指摘を要する事項はなかった。

（1） 学校教育課
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１

２

500,000円　（一般財源　500,000円）

３

４

５

６

７

（収入） （支出）

支 出 計 1,174,844収 入 計 1,174,844

市 補 助 金 500,000 委 託 料 605,000

Ｐ Ｔ Ａ 会 費 105,000 印 刷 製 本 費 495,000

賛 助 金 569,844 通 信 運 搬 費 74,844

事業収支の状況 

科 目 決算額（円） 科 目 決算額（円）

事業の概要及び実績

○　創立１５０周年記念大運動会　地域参加プログラム（地区対抗綱引き・宝探し）

○　創立１５０周年記念大運動会　１５０個のバルーン・リリース

○　創立１５０周年記念大学習発表会

○　創立１５０周年記念心のかけ橋フェスティバル

○　創立１５０周年記念誌発行

○　創立１５０周年記念DVD作成

大館市立東館小学校

補助金等の名称

大館市立小学校創立１５０周年記念事業補助金

補助金等の交付額及び財源

実地監査日

令和7年10月8日

補助金等交付根拠法令等

　 大館市補助金等の適正に関する規則

   大館市立小学校創立１５０周年記念事業補助金交付要綱

補助等の目的

  　大館市立小学校の創立１５０周年記念事業の円滑な実施を支援する。
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８

９

特に指摘を要する事項はないが、補助金等交付申請書の提出を受けた際などは、申請に係る

書類等を精査するとともに、団体への指導監督を適切に行われたい。

（2） 大館市立東館小学校

   特に指摘を要する事項はない。

（1） 学校教育課

監査の結果

監査した結果、事業は補助目的に沿って行われており、また、全ての保護者や地域の方、子ども

たちが参加できるようにしたことで、親との絆や地域の方々との絆が深まり、自分たちで作り上げた記

念事業という達成感や満足感を子どもたちが味わうことができるなど、一定の効果が認められた。

補助金交付に係る事務処理は、おおむね適正に執行されていると認められた。また、東館小学校

における会計事務についても、おおむね適正に行われていると認められた。

改善・検討を要する事項
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１

２

800,000円　（一般財源　800,000円）

３

４

５

６

○　大鰐町登山囃子 ○　田代中学校「田っ中ソーラン」

○　ハロウィン仮装コンテスト ○　桂ゆり歌謡ショー

○　静桜ステージショー ○　ＴＡＩＧＡステージショー

○　山瀬ダム地下トンネルウォーク ○　五色湖カヌー体験

７

（収入） （支出）

円 138,632 円

雑 収 入 10 消 耗 品 費 6,448

円798,383937,015 －

当 期 収 入 計 3,190

手 数 料

937,015

当 期 支 出 計

燃 料 費

決算額（円） 科 目 決算額（円）

800,000 運 営 費

五色湖周辺の恵まれた自然環境に多数の市民が親しむとともに、自然と調和した「田代地域」を内

外にアピールするため、紅葉の始まりのイベントとして五色湖まつりを開催し、活力ある地域づくりの

一助とする。

大館市補助金等の適正に関する規則

事業の概要及び実績

33,260

広 告 料

会 場 設 営 費

事 業 費

次期繰越額当期支出額　　　　

＝

当期収入額　

78,100

283,000

278,120

798,383

賃 金

令和7年10月10日

五色湖まつり実行委員会

補助金等の名称

五色湖まつり運営費補助金

補助金等の交付額及び財源

実地監査日

116,265

補助金等交付根拠法令等

補助等の目的

事業収支の状況 

520,263

繰 越 金 137,005

市 補 助 金

科 目
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８ 監査の結果

９ 改善・検討を要する事項

田代総合支所

五色湖まつり実行委員会

（1）

（2）

監査した結果、事業は補助目的に沿って行われており、また、出納その他の事務についてはおお

むね適正に執行されていると認められた。団体における会計事務についてもおおむね適正に行わ

れているものと認められた。

特に指摘を要する事項はないが、次年度以降も継続する場合は、補助基準や経費等を明確に

するためにも、補助金交付要綱の制定を検討されたい。

年々イベントの縮小、参加者の減少、実行委員会スタッフの高齢化など今後の在り方につい

て、実行委員会や地域と協議、検討することを望む。

 　特に指摘を要する事項はないが、会計処理上の責任体制を確立し、出納事務を処理された

い。
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１

２

1,000,000円　（一般財源　1,000,000円）

３

４

５

６

 　　○田代体育館

 　　　　　①ボルダリング体験　　　②レザークラフト体験　　　③アメリカンBBQ教室　など

 　　令和6年度から運営を「Total Activity 協議会」に委託。協賛企業は、昨年の19社から41社に、

田代名産たけのこ祭り実行委員会

補助金等の名称

たけのこ祭り運営費補助金

補助金等の交付額及び財源

実地監査日

田代名産たけのこ祭りを開催することにより、田代地域の山菜を代表する「たけのこ」を、特産のブ

ランドとして市内外に広くアピールするとともに、地域おこしの一環として来場者との交流を図り、郷

土愛を深める。

　 大館市補助金等の適正に関する規則

令和7年10月10日

補助金等交付根拠法令等

補助等の目的

 　第38回田代名産たけのこ祭りは6月9日、田代多目的運動広場を主会場に開催。

 　　○田代多目的運動広場

 　　○体育館前駐車場

事業の概要及び実績

 　　　　　①曲げわっぱ太鼓　　　②開会行事　　　③アンバサダー就任式

 　　　　　④たしろ保育園児の発表　　⑤よさこい演舞　　⑥たけのこ抽選会　など

 　　　　　①ふわふわ遊具　　　②バブルボール体験　など

 　　　（１）たけのこ汁、生たけのこ等の販売

 　　　　　①たけのこ汁販売（約1,100杯）　　　②一般出店（64店舗（キッチンカー含む））

 　　　（２）ステージイベント

 　出店者も昨年の30店から64店（キッチンカーを含む）に増加。たけのこ汁も1,000食から1,400食分

 　を準備し、会場も三つに分け、様々な体験企画を実施するなど、運営体制も企画内容も一新して

 　開催された。
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７

（収入） （支出）

円

８

９

　

　

当期支出額　　　　 次期繰越額

（2） 田代名産たけのこ祭り実行委員会

161,459

365,000

雑 入 4

監査の結果

監査した結果、事業は補助目的に沿って行われており、補助金交付に係る事務処理は、おおむ

ね適正に執行されていると認められた。団体における会計事務についても、おおむね適正に行われ

ていると認められた。

改善・検討を要する事項

（1） 田代総合支所

円 ＝

繰 越 金

科 目

出 店 料

食 糧 費

手 数 料

市 補 助 金 1,000,000 380,403

科 目 決算額（円）

事業収支の状況 

決算額（円）

39,492

1,408,000

54,872

業 務 委 託 費

   特に指摘を要する事項はないが、会計処理上の責任体制を確立し、出納事務を処理された
い。

   特に指摘を要する事項はないが、補助基準や経費等を明確にするためにも、補助金交付要綱

の制定を検討されたい。

協 賛 金

当 期 収 入 計 2,289,728

501,325 円2,289,728 － 1,788,403

当 期 支 出 計 1,788,403

当期収入額　

124,580

実 行 委 員 会 運 営 費

消 耗 品 費

554,500

使 用 料

370,224
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